
令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
コ
ン
テ
ナ
が
海
中
に
転
落
し
た
場
合
に
お
け
る
通
報
）

第
十
三
条
の
二

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
船
舶
の
船
長
は
、
そ
の
輸
送
中
の
コ
ン
テ
ナ
が
海
中
に
転
落
し
た
と
き

は
、
直
ち
に
、
当
該
コ
ン
テ
ナ
が
海
中
に
転
落
し
た
と
見
込
ま
れ
る
地
点
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事

項
を
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
自
己
の
指
揮
す
る
船
舶
の
付
近
に
あ
る
船
舶
で
あ
つ
て
国
土

交
通
省
令
で
定
め
る
範
囲
内
に
あ
る
も
の
、
当
該
地
点
の
最
寄
り
の
海
上
保
安
機
関
及
び
自
己
の
指
揮
す
る
船
舶

の
旗
国
（
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
第
九
十
一
条
に
規
定
す
る
そ
の
旗
を
掲
げ
る
権
利
を
有
す
る
国
を
い

う
。）の
権
限
の
あ
る
機
関
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

船
舶
所
有
者
そ
の
他
船
舶
の
運
航
に
関
し
権
原
を
有
す
る
者
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
異
常

気
象
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
前
項
に
規
定
す
る
船
長
が
同
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
当
該
船
長
に
代
わ
つ
て
こ
れ
を
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
二
条
の
二
第
一
号
中
「
第
六
条
第
七
項
」
を
「
第
六
条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中「
日
本
政
府
」

の
下
に
「
、
同
法
第
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
公
共
団
体
」
を
加
え
る
。

第
五
十
条
第
一
項
中
「
は
、」の
下
に
「
国
土
交
通
大
臣
が
交
付
す
る
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。船

員
手
帳
に
は
、
国
土
交
通
大
臣
、
船
舶
所
有
者
そ
の
他
の
者
が
当
該
船
員
手
帳
を
受
有
す
る
船
員
の
身
分
関

係
事
項
そ
の
他
の
事
実
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
条
第
四
項
中
「
船
員
手
帳
の
」
を
「
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
船
員
手
帳
の
様
式
並
び
に
そ
の
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
船
長
は
、
そ
の
指
揮
す
る
船
舶
に
乗
り
組
も
う
と
し
、
又
は
乗
り
組
む
船
員
に

つ
い
て
雇
入
契
約
の
成
立
等
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、当
該
船
員
の
船
内
に
お
け
る
職
務
、

雇
入
期
間
そ
の
他
の
勤
務
に
関
す
る
事
項
を
そ
の
船
員
手
帳
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
船
舶
所

有
者
が
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
船
員
に
対
し
当
該
勤
務
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
交

付
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
船
員
手
帳
の
二
重
受
有
の
禁
止
及
び
記
載
事
項
の
訂
正
に
係
る
申
請
義
務
並

び
に
船
員
手
帳
の
返
還
の
手
続
に
関
し
船
員
及
び
船
長
そ
の
他
他
人
の
船
員
手
帳
を
保
管
す
る
者
の
遵
守
す
べ
き

事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
五
十
一
条
中
「
は
、」の
下
に
「
船
舶
所
有
者
又
は
」
を
加
え
る
。

第
七
十
三
条
中
「
国
土
交
通
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
交
通
政
策
審
議
会
の
決
議
に
よ
り
、」を

削
り
、「
必
要
な
国
土
交
通
省
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
船
舶
所
有
者
の
遵
守
す
べ
き
事
項
は
、
政
令
で
定

め
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
政
令
の
制
定
又
は
改
廃
の
立
案
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
交
通
政
策
審
議
会
の

議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
一
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
特
定
雇
入
契
約
以
外
の
雇
入
契
約
を
締
結
し
た
際
の
基
本
訓
練
）

第
八
十
一
条
の
二

船
舶
所
有
者
は
、
船
員
と
雇
入
契
約
（
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
雇
入
契
約
を
除
く
。
第

八
十
一
条
の
四
に
お
い
て
同
じ
。）を
締
結
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
船
員
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
基
本
訓
練
（
船
舶
に
急
迫
し
た
危
険
が
あ
る
場
合
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
け
る
海
上

労
働
の
安
全
及
び
衛
生
を
確
保
す
る
た
め
の
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び

次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
船
員
が
次
項
に
規
定
す
る
証
明

書
で
あ
つ
て
当
該
船
舶
所
有
者
が
交
付
し
た
も
の
を
受
有
し
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
基
本
訓
練
を
実
施
す
る
こ

と
を
要
せ
ず
、
当
該
船
員
が
次
条
第
二
項
に
規
定
す
る
証
明
書
で
あ
つ
て
当
該
船
舶
所
有
者
が
交
付
し
た
も
の
を

受
有
し
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
基
本
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
を
要

し
な
い
。

一

船
舷
か
ら
水
面
へ
の
安
全
な
飛
び
降
り
方
、
救
命
設
備
の
使
用
方
法
そ
の
他
の
海
上
で
の
救
命
に
関
す
る
事

項
（
次
条
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
「
生
存
技
術
」
と
い
う
。）

二

火
災
の
化
学
的
性
質
、
消
火
設
備
の
使
用
方
法
そ
の
他
の
船
上
で
の
消
火
に
関
す
る
事
項
（
次
条
第
三
項
第

二
号
に
お
い
て
「
消
火
技
術
」
と
い
う
。）

三

負
傷
者
に
対
す
る
船
内
で
の
応
急
の
手
当
に
関
す
る
事
項

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
船
舶
に
急
迫
し
た
危
険
が
あ
る
場
合
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
け
る
海
上

労
働
の
安
全
及
び
衛
生
を
確
保
す
る
た
め
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項

船
舶
所
有
者
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
基
本
訓
練
を
修
了
し
た
者
に
対
し
、
基
本
訓
練

を
修
了
し
た
旨
の
証
明
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
雇
入
契
約
を
締
結
し
た
際
の
基
本
訓
練
及
び
実
技
講
習
）

第
八
十
一
条
の
三

船
舶
所
有
者
は
、
船
員
と
特
定
雇
入
契
約
（
遠
洋
区
域
、
近
海
区
域
又
は
沿
海
区
域
を
航
行
区

域
と
す
る
船
舶
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
船
舶
に
お
い
て
船
長
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
職

務
を
行
う
旨
を
定
め
た
雇
入
契
約
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
八
十
一
条
の
五
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）を
締
結

し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
船
員
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
基
本
訓
練
（
前

条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。た
だ
し
、

当
該
船
員
が
同
条
第
二
項
又
は
次
項
に
規
定
す
る
証
明
書
で
あ
つ
て
当
該
船
舶
所
有
者
が
交
付
し
た
も
の
を
受
有

し
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

船
舶
所
有
者
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
に
規
定
す
る
基
本
訓
練
を
修
了
し
た
者
に

対
し
、
当
該
基
本
訓
練
を
修
了
し
た
旨
の
証
明
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

船
舶
所
有
者
は
、
船
員
と
特
定
雇
入
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
船
員
に
、
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
教
育
訓
練
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
実
技
講
習
を

受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

生
存
技
術
に
関
す
る
教
育
訓
練

生
存
技
術
に
関
す
る
知
識
及
び
能
力
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
実
技
講
習

（
以
下
「
生
存
講
習
」
と
い
う
。）で
あ
つ
て
、
第
八
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受

け
た
者
（
以
下
「
登
録
生
存
講
習
機
関
」
と
い
う
。）（
第
八
十
三
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通

大
臣
が
生
存
講
習
を
自
ら
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
）
が
行
う
も
の

船
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
七
年
五
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

法
律
第
三
十
二
号

船
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
船
員
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
八
章

食
料
並
び
に
安
全
及
び
衛
生
（
第
八
十
条

第
八
十
三
条
）」を
「
第
八
章

食
料
並
び
に
安

第
八
章
の
二

登
録
生
存

第
一
節

登
録
生
存
講

第
二
節

登
録
消
火
講

第
八
章
の
三

快
適
な
海

全
及
び
衛
生
（
第
八
十
条

第
八
十
三
条
）

講
習
機
関
等

習
機
関
（
第
八
十
三
条
の
二

第
八
十
三
条
の
十
六
）

習
機
関
（
第
八
十
三
条
の
十
七

第
八
十
三
条
の
十
九
）

上
労
働
環
境
の
形
成
の
た
め
の
措
置
（
第
八
十
三
条
の
二
十
・
第
八
十
三
条
の
二
十
一
）」 に
、「
第
百
三
十
六
条
」
を

「
第
百
三
十
七
条
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
第
六
号
に
」
を
「
第
七
号
に
」
に
、「
第
百
三
十
一
条
第
六
号
」
を
「
第
百
三
十
一
条
第
七
号
」
に
改

め
る
。
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